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契
約
の
締
結
ま
で
の
流
れ

21 December  2020 20

　

渋
沢
栄
一
は
、
明
治
時
代
に
約

５
０
０
の
会
社
に
か
か
わ
り
ま
し

た
が
、実
は
、こ
の
「
か
か
わ
り
方
」

に
は
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。

1 「
設
立
委
員
」「
創
立
委
員
長
」

と
い
っ
た
形
で
最
初
か
ら
か
か

わ
り
、
そ
の
後
に
社
長
（
当

時
は
頭
取
や
会
長
と
い
う
名
称

が
一 

般
的
）
や
取
締
役
と
し
て

経
営
に
加
わ
っ
た
も
の
。
今
の

帝
国
ホ
テ
ル
、
東
京
海
上
火

災
日
動
、
王
子
製
紙
な
ど
が

代
表
例
。

2 

監
査
役
や
相
談
役
、
な
い
し
は

特
定
の
地
位
を
持
た
な
い
形

で
、
経
営
の
指
導
や
援
助
を

行
っ
た
も
の
。今
の
清
水
建
設
、

七
十
七
銀
行
な
ど
が
代
表
例
。

3 

基
本
的
に
出
資
者
と
し
て
参
加
し

た
も
の
。
今
の
古
河
機
械
金
属
、

品
川
白
煉
瓦
な
ど
が
代
表
例
。

4 

不
振
の
会
社
の
立
て
直
し
に
入
っ

た
も
の
。
今
の
東
洋
紡
の
前
身

の
一
つ
三
重
紡
績
が
代
表
例
。

　

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
が
い
く
つ
か

組
み
合
わ
さ
っ
た
形
で
、
彼
は
各
々

の
企
業
に
関
与
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
彼
一
人
で
多
数
の
企

業
を
同
時
に
立
ち
上
げ
た
り
、
経

営
し
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
信

頼
で
き
る
仲
間
と
役
割
を
分
か
ち

合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
が
浅
野
総
一
郎
（
浅
野
財

閥
創
始
者
）、
大
倉
喜
八
郎
（
大

倉
財
閥
創
始
者
）、
益
田
孝
（
三
井

物
産
創
業
者
）、
馬
越
恭
平
、（
大

日
本
麦
酒
社
長
、
日
本
の
ビ
ー
ル
王

と
呼
ば
れ
る
）、
大
川
平
三
郎
（
日

本
の
製
紙
王
と
呼
ば
れ
る
）
な
ど
の

錚
々
た
る
実
業
人
た
ち
で
し
た
。

　

彼
ら
は
、
栄
一
の
要
請
に
応
じ
て

新
し
い
会
社
に
出
資
し
、
経
営
に
か

か
わ
っ
て
会
社
を
維
持
発
展
さ
せ
た

の
で
す
。
そ
し
て
彼
ら
の
多
く
に
は
、

実
は一つ
共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

益
田
孝
は
１
８
６
３
年
（
文
久
３

年
）
の
幕
府
の
第
２
回
遣
欧
使
節

団
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
彼
は
こ
の

と
き
若
干
15
才
。
渡
欧
し
た
い
た

め
に
益
田
明
と
名
前
を
変
え
て
、
父

の
家
来
と
い
う
名
目
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
倉
喜
八
郎
は
１
８
７
２
年
（
明

治
５
年
）
に
民
間
人
の
立
場
で
、
初

の
私
費
で
の
欧
米
視
察
に
行
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
大
川
平
三
郎
も

１
８
７
９
年
（
明
治
12
年
）
20
才

で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
最
新
の
製

紙
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

浅
野
総
一
郎
は
や
や
遅
く

１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）
に
渡

欧
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
洋
行
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
欧
米
で

近
代
化
の
威
力
を
実
際
に
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
栄 

一 

の
目
指
す
意
図
が
理
解
で
き
、
積

極
的
に
協
力
し
続
け
た
の
で
す
。

　

志
や
ビ
ジ
ョン
を
共
有
で
き
る
同

志
た
ち
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
栄 

一 

は
あ
れ
ほ
ど
の
業
績
を
成
し
遂
げ

ら
れ
た
の
で
す
。

第9回

栃木県事業引継ぎ支援センターは相談無料で秘密厳守ご相談は予約制です。まずは、当センターまでご連絡ください。

　
栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
事
業
を
譲
り
た
い
企
業
と
引
き
受
け
た

い
企
業
を
仲
介
し
、
次
世
代
へ
経
営
資
源
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
1
つ

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
と
次
回
で
、
会
社
を
譲
渡
す
る
ま
で
の
流
れ
を

簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ（
第
３
者
承
継
） 

そ
の
1

知っておきたい事業承継のイロハ

問合せ／ 栃木県事業引継ぎ支援センター    宇都宮市中央3-1-4栃木県産業会館７階    ☎028-612-4338

第3回

栃木県事業引継ぎ支援センター
統括責任者

山
やまざき

崎 浩
ひろゆき

之

　

親
族
や
役
員
、
従
業
員
な
ど
身
近
な
と
こ

ろ
に
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
社
外
に

後
継
者
を
求
め
る
こ
と
も
選
択
肢
で
す
。
そ

の
こ
と
を
、
一
般
的
に
は
Ｍ
＆
Ａ
（
会
社
を
他

社
へ
譲
渡
す
る
こ
と
）
と
言
い
ま
す
。
Ｍ
＆
Ａ

と
い
う
と
「
身
売
り
」「
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
」「
専

門
的
で
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

近
年
で
は
事
業
承
継
の
有
効
な
手
段
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
会
社
を
譲

渡
す
る
側
の
立
場
で
、
相
談
か
ら
相
手
探
し

ま
で
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。

　
相
談
・
事
業
評
価

① 

事
業
の
引
継
ぎ（
譲
渡
）を
希
望
す
る
方
は
、

当
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。相
談
申
し
込
み
は
、電
話
や
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
か
ら
直
接
申
し
込
む
か
、
商
工
団
体
や

金
融
機
関
を
通
し
て
申
し
込
み
ま
す
。

② 

相
談
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
概
要
や
、

会
社
の
現
状
、
引
継
ぎ
に
際
し
て
の
希
望

（
譲
渡
金
額
、
従
業
員
の
処
遇
、
譲
渡
先

イ
メ
ー
ジ
等
）
を
お
聞
き
し
ま
す
。

③ 

会
社
の
強
み
・
弱
み
や
、
決
算
書
を
分
析

し
な
が
ら
財
務
状
況
等
を
確
認
（
事
業
評

価
）
し
、
事
業
の
譲
渡
は
可
能
か
評
価
し

ま
す
。
財
務
等
に
課
題
が
あ
り
譲
渡
が
難

し
い
場
合
は
、
そ
の
改
善
点
を
示
し
ま
す
。

　
候
補
先
の
絞
り
込
み

① 

第
１
フ
ェ
ー
ズ
を
基
に
、
ノ
ン
ネ
ー
ム
情
報

（
会
社
名
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
概
要
を

簡
単
に
要
約
し
た
も
の
）を
作
成
し
ま
す
。

② 

当
セ
ン
タ
ー
に
譲
受
希
望
と
し
て
登
録
さ

れ
た
会
社
の
中
か
ら
、
各
社
の
特
徴
を
調

べ
自
社
と
の
相
性
等
を
検
討
し
た
う
え
で

候
補
先
を
絞
り
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
候

補
先
に
ノ
ン
ネ
ー
ム
情
報
を
提
供
し
、
自

社
に
関
心
を
示
し
た
会
社
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

③ 

セ
ン
タ
ー
は
相
談
者
に
リ
ス
ト
を
示
し
交
渉

相
手
や
交
渉
順
番
を
一
緒
に
検
討
し
、
候

補
先
に
伝
え
ま
す
。
候
補
先
は
、
こ
の
時

点
で
相
談
者
の
会
社
名
を
知
り
ま
す
。
そ

し
て
両
者
は
、
会
社
名
を
知
ら
せ
る
に
あ

た
り
、
こ
の
Ｍ
＆
Ａ
取
引
に
関
す
る
情
報

が
外
部
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
、
候
補
先
と

秘
密
保
持
表
明
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

※
交
渉
相
手
が
す
ぐ
に
現
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
時
間
を
か
け
て
交
渉
相
手
を
探
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
第
3
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
第
5
フ
ェ
ー
ズ

に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

第
2
フェ
ー
ズ

第
1
フェ
ー
ズ

作家・
グロービス経営大学院
客員教授

守屋　淳／もりや・あつし

　１９６５年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非
子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊
行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34
万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の
『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。２０１８年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

渋
沢
栄
一
と

そ
の
思
想
に
学
ぶ

S
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Learn from
 that thought

「
渋
沢
栄
一
と
同
志
た
ち
」


